
食品ロス削減国民運動のロゴマーク

「ろすのん」プロジェクトの
趣旨に賛同し、
野菜の消費拡大に
取り組みます。

野菜を食べようプロジェクト
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私達はこの運動を推進します！

食品ロスを無くそう！

looking toward a future.

見つめています。
未来の豊かな生活環境。

関東商事グループ
代表取締役  櫻井よう子

関東商事株式会社
株式会社土浦関東商事

有限会社総合整備 株式会社つくばESSA

　

9
月
27
、28
日
と
10
月
18
、19
日
の
4
日
間

に
わ
た
り
2
0
2
5
年
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
筑
波
大
学
・
春

日
教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
に
続
き
、今
年
も
筑
波
大
学
最

高
の
教
授
陣
に
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生

方
の
講
義
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、参
加
者
か

ら
の
質
問
が
殺
到
し
時
間
が
足
り
な
く
な
る
ほ

ど
で
し
た
。子
育
て
の
悩
み
を
質
問
す
る
際
に
、

感
情
が
溢
れ
て
涙
ぐ
む
方
も
い
ま
し
た
。周
り

に
い
た
参
加
者
も
、思
わ
ず
も
ら
い
泣
き
す
る

ほ
ど
で
、同
じ
世
代
、同
じ
よ
う
な
悩
み
を
共
有

し
、共
感
が
生
ま
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
昨
年
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
声
が
け
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、各
都
道
府
県
女
性

会（
婦
人
会
）か
ら
声
が
け
し
た
の
と
は
別
に
、

S
N
S
を
通
じ
て
参
加
者
を
募
る
試
み
を
実
施

し
ま
し
た
。女
性
会
を
通
じ
て
の
申
し
込
み
に

対
し
て
、S
N
S
は
全
体
の
37
％
で
し
た
。や
は

り
40
、50
代
の
若
い
世
代
は
S
N
S
を
使
い
慣

れ
て
い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。今
ま
で
全
く

女
性
会
を
知
ら
な
か
っ
た
方
に
、こ
う
し
た
研

修
の
情
報
が
届
く
こ
と
が
検
証
さ
れ
、今
後
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研
修

大
盛
況

受付時間 平日9:00～17:00
【フリーダイヤル】 

0120-64-3800

〒103-0007  東京都中央区日本橋浜町2-31-1

※混雑状況によっては、御希望の日程で
　お席をご用意出来ない場合もございますので
　予めご了承ください。

松平健×コロッケ45周年特別公演
第一部『暴れん坊将軍THE STAGE２
　　  狙われた将軍』
第二部『マツケン・コロッケの
        ゴールデンパラダイスショー』
2026年1月10日（土）～1月25日（日）
【出演者】松平健、コロッケ、ほか
【開演時間】昼の部11時／夜の部16時30分
　　　　　※1/10（土）のみ12時開演
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）14,000円
会員様 特別価格（税込）   
　　　　　S席12,600円

『氷川きよし特別公演』
2026年 1月31日（土）～
　　　　　　　2月18日（水）
※2/18はお取り扱いは出来ません。

【出演者】氷川きよし、ほか
【開演時間】昼の部11時／夜の部16時
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）16,500円
会員様 特別価格（税込）   
　　　　S席  14,850円

株式会社つくばESSA
エッサ

☎029-836-3636  Fax029-838-1301
305-0062  茨城県つくば市赤塚616-1  

Environmental  Seientific  Service  Administrationエンヴァイロンメンタル（環境） サイエンティフィック（科学） サービス（業務） アドミニストレイション（管理）

茨城県 人材派遣 労働大臣許可第 1号

あなたが輝ける場所へ。

JR・地下鉄銀座線渋谷駅
（宮益坂口から徒歩5分）

東急田園都市線・東横線渋谷駅 ・
地下鉄半蔵門線・副都心線渋谷駅
（地下出口20aかB1から徒歩3分）

全国女性会館

オフィススペース空きあります。

入居者募集！
〒150-0002 渋谷区渋谷1-17-14　TEL：03-3407-4301　FAX：03-3407-4305

9月9月10月10月

筑波大学
選りすぐりの教授陣

筑波大学
選りすぐりの教授陣

9月27日（土）1時限
体育系教授  山口  香

9月27日（土）2時限
筑波大学長  永田 恭介

9月28日（日）1時限
人文社会系教授  星野  豊

9月28日（日）2時限
体育系教授  久野 譜也

10月19日（日）1時限
睡眠研究機構教授  柳沢 正史

10月18日（土）1時限
大和証券株式会社  吉田 哲太

10月18日（土）2時限
医学医療系教授  平松 祐司

10月19日（日）2時限
システム情報系教授  鈴木 健嗣

筑波大学執行役員  金保 安則

【参加者の感想】【参加者の感想】
●高校卒で就職して、まさかこの年で筑波大に
入って興味深い話を聞くことができるとは、この
機会を逃したら2度とないと思い参加させてい
ただきました。
●金保先生を含め、大学の先生のイメージを
すっかり覆されました。考え方が柔軟で、好奇心
旺盛。コミュニケーション能力も素晴らしい。筑
波大学の学生さんが羨ましい。
●とても勉強になりました。学校トラブルや人格
障害は社会に出てからも職場や地域でも当て
はまる問題なので、具体的な対処方法をいろい
ろと知ることができて良かったです。子育て中の
母親には心に刺さるお話でした。
●日々、世代、男女の違いや平等について考え
ていたことが、今回の講義を受けてかなり整理
できました。マイノリティーとあまり感じず、個々
の特性と捉えようと思いました。
●初めての参加でしたが、大変感銘いたしまし
た。全国にこれだけの意欲、熱量を持った女性
がいる限り「日本は元気！」だと実感しました。
●櫻井会長様ありがとうございました！一番感
動しました！！

●女性である自分の健康が、いかに社会への貢
献になるか理解できました。公民館を中心に地
域の方に向けた体操教室を企画しているので、
若い女性向けのイベントとしてコンディショニン
グを伝えていきたいと思います。
●株に対する知識がなかったのですが、詳しく
教えてくださり、今後の生活に役に立つと感じま
した。まず、社会・世界情勢にアンテナを張ること
から始めてみます。
●シンプルに考える、無駄を省く、鵜呑みにしな
い、現状に満足しない。これは手術だけでなく全
ての事柄に当てはまると思いました。今に満足
しないで、見えないゴールを目指すべきだとい
うメッセージを受け取りました。
●睡眠不足がいかに健康上良くないか、そして
人間の生き方を質の悪いものにしてしまうかよ
くわかりました。特に子供達の睡眠不足の現状
に危機感を覚えました。学校現場で働いている
ので、子供たち、保護者の方に伝えます。
●AIとどのように付き合っていくのかを今後しっ
かりと考えていきたい、答えのない出しにくい問
いを考え続けることを大切にしていきたいです。

9月、10月ともにコーディネーター
を担当していただきました。登壇
された各先生方との軽快なトーク
に教室は笑顔に包まれました。
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歯舞早煮昆布
200g巻タイプ

歯舞早煮昆布
200g切タイプ

皆さまが支えています
歯舞早煮昆布は、全女会が北方領土返還運動
の一環として、北方領土で採れた貝殻島産棹前
昆布を歯舞漁協で袋詰めしたものを全女会公認
昆布として取扱いしております。

はぼまい

地域女性会の
活動資金源

歯舞早煮昆布の
ご愛用

はぼまい

ガス警報器工業会キャラクター
ほあんほあん（保安保安）®

https://www.gkk.gr.jp

LPガスのこと、
　　 なんでもご相談ください！

������������
【ご相談専用】受付時間９：００～１７：００（土曜・日曜・祝日除く）

一般社団法人全国LPガス協会
〒105-0004   東京都港区新橋1-18-6   共栄火災ビル7階

全国LPガスお客様相談所

第
62
回 

北
海
道・東
北
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会

第
73
回 

秋
田
県
地
域
婦
人
会
大
会

開
催
日
：
9
月
3
日（
水
）〜
4
日（
木
）

場
所
：
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
・
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス

テ
ー
マ
：「
安
全
な
く
ら
し
と
豊
か
な
心
、元
気
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」〜
今
こ
そ
婦
人
会
　
や
っ
ぱ
り
婦
人
会
〜
　

　

1
日
目
の
講
演
会
で
は
、「
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
」を
公
文
書
館
畑
中

康
博
先
生
が
秋
田
県
婦
連
の
半
纏
を
纏
い
、婦
人
会
を
熱
く
語
っ
た
お
話

に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。県
内
で
も
人
気
の
あ
る
先
生
な
の
で
、

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
で
き
実
行
委
員
一
同
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
後

の
懇
親
会
で
は
ダ
ン
ス
、体
操
な
ど
各
地
区
か
ら
披
露
し
合
い
楽
し
く
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
日
目
に
は
鈴
木
健
太
知
事
、県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。講
演
は
、全
女
会
櫻
井
会
長
よ
り
婦
人
会
の
現
状
と
、今
後
の
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。最
後
に
は
、な

ま
は
げ
太
鼓
で
迫
力
あ
る
演
技
に
魅
了
さ
れ
、盛
会
に
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議  

愛
知
県
大
会

（
富
山・石
川・福
井・岐
阜・愛
知
）

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
地
域
づ
く
り  

〜
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
毎
日
へ
〜

開
催
日
：
9
月
18
日（
木
）〜
19
日（
金
）

会
場
：
名
古
屋
能
楽
堂
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
名
古
屋
、ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館

　

9
月
18
日（
木
）・
19
日（
金
）の
2
日

間
、富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
愛
知
の

5
県
か
ら
約
3
0
0
名
の
女
性
団
体
関

係
者
が
集
ま
り
、愛
知
県
に
て
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
名
古
屋
能
楽
堂
に
て
、三
味

線
グ
ル
ー
プ「
咊
胤（
わ
い
ん
）」に
よ
る

演
奏
で
開
幕
し
、大
村
秀
章
愛
知
県
知

事
、川
嶋
太
郎
県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
の
五
十
嵐
副
会
長
、愛
知
県
地
域
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
の
山
田
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
脳
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ

る
新
作
狂
言『
閻
魔
返
し
』を
鑑
賞
し
、

海
南
病
院
名
誉
院
長
・
山
本
直
人
先
生

の
司
会
で
、各
県
会
長
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。狂
言
は

分
か
り
や
す
く
、参
加
者
か
ら
好
評
を
得

ま
し
た
。

　

夜
は
K
K
R
ホ
テ
ル
名
古
屋
に
て
交

流
会
が
開
か
れ
、フ
ラ
ダ
ン
ス
や
各
県
の

お
国
自
慢
で
盛
り
上
が
り
、親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
を

見
学
し
、も
の
づ
く
り
の
歴
史
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
日
間
を
通
じ
て
、各
県
の
絆
が
深
ま

り
、有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
5（
令
和
7
）年
度

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

令
和
7
年
度

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
21
日（
火
）広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
　

22
日（
水
）エ
ソ
ー
ル
広
島
研
修
室

　

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
荒
木
ミ
ド
リ
副
会
長
を
は
じ
め
中
国

5
県
か
ら
女
性
会
・
婦
人
会
会
員
が
集
い
、2
0
2
5（
令
和
7
）年
度
全

国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

１
日
目
、今
年
が
戦
後
・
被
爆
80
周
年
と
い
う
こ
と
で
テ
ー
マ
は「
平
和
」。

最
初
に
被
爆
体
験
家
族
伝
承
者
の
長
谷
川
桂
子
さ
ん
に
よ
る
父
親
の
被

爆
体
験
に
つ
い
て
、次
に
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会（
日
本
被
団

協
）代
表
委
員
の
箕
牧
智
之
さ
ん
に
よ
る
日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
に
つ
い
て
、さ
ら
に
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
相
談
役
の
仙
田
信
吾
さ

ん
に
よ
る
被
爆
後
の
広
島
の
復
興
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に

つ
い
て
の
講
演
が
続
い
た
。被
爆
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
進
む
な
か
、「
再

び
被
爆
者
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
被
爆
地
広
島
の
思
い
を
い
か

に
継
承
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。よ
り
多
く
の
人
に
広
島
の
街

に
足
を
踏
み
入
れ
核
兵
器
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
る
。

　

２
日
目
は
真
言
宗
御
室
派
宮
島
大
本
山
大
聖
院
副
住
職
の
吉
田
大
裕

さ
ん
が
神
仏
習
合
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
宮
島
と
弘
法
大
師
に
よ
っ
て

開
基
さ
れ
た
大
聖
院
の
歴
史
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。そ
の
後
、中
国
５

県
の
代
表
が「
こ
れ
か
ら
の
地
域
女
性
団
体
・
地
域
婦
人
団
体
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
通
じ
て
、普
段
は
県
内
で
活
動
す

る
団
体
が
そ
の
垣
根
を
超
え
他
県
の
団
体
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、自

身
の
団
体
に
つ
い
て
見
直
す
と
と
も
に
、新
た
な
活
動
へ
と
広
げ
る
契
機
し

た
い
と
考
え
る
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
高
知
県
連
合
婦
人
会
）

開
催
日
：
10
月
９
日（
木
）　

会
場
：
ホ
テ
ル
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ

テ
ー
マ
：「
四
国
は
ひ
と
つ
、と
も
に

情
報
共
有
で
前
進
し
よ
う
」

　

高
知
県
連
合
婦
人
会
に
と
っ
て
８

年
ぶ
り
に
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

櫻
井
会
長
に
お
き
ま
し
て
は
遠
路
、

高
知
県
に
お
い
て
、基
調
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

高
知
県
連
合
婦
人
会
会
員
は
、

年
々
高
齢
化
と
と
も
に
減
少
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
思
い
、小
学
生
の
お
子
さ
ん
の
マ

マ
た
ち
と
話
す
機
会
を
い
た
だ
き
、

交
流
を
し
た
結
果
、「
会
長
さ
ん
、私

た
ち
、婦
人
会
発
足
80
年
近
い
長
い

年
月
、婦
人
会
が
培
っ
た
ス
キ
ル
を

私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ

れ
た
時
か
ら
一
年
、婦
人
会
と
若
い
マ

マ
た
ち
が
連
携
し
て
ゆ
き
な
が
ら
交

流
を
深
め
入
会
の
方
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と

い
ま
す
。

　

今
回
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
若

い
勢
い
の
あ
る
小
学
生
の
子
を
持
つ

お
母
さ
ん
の
講
演
で
し
た
。

　

講
師
の
お
母
さ
ん
は
家
業
に
い
そ

し
み
、子
育
て
を
し
、小
学
生

対
象
の
英
語
塾
を
開
い
て
い

ま
す
。田
舎
で
あ
ろ
う
と
も
、

高
校
、大
学
と
県
外
に
出
て

も
世
界
の
共
通
語
が
、自
然

体
で
話
せ
る
よ
う
、そ
し
て

高
知
県
の
良
さ
を
見
つ
め
直

し
、高
知
に
帰
っ
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
、と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

若
い
力
と
情
熱
は
頼
も
し

く
も
あ
り
、う
ら
や
ま
し
く

も
あ
り
、次
の
世
代
に
繋
げ

る
安
堵
し
た
一
日
で
し
た
。

期
日
：
令
和
7
年
10
月
31
日（
金
）

会
場
：
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
足
利
市
民
プ
ラ
ザ
）文
化

ホ
ー
ル

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
1
都
、１
市
、９
県
か
ら
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

O
l
i
O
l
i（
オ
リ
オ
リ
）ゴ
ス
ペ
ル
ワ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
演
歌
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
は
栃
木
県
知
事
・
福
田
富
一
様
、足
利
市
長
・
早
川
尚
秀
様

を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、力
強
く
も
温
か
い
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。続
い
て
全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
・
櫻
井
よ
う
子
会
長
よ

り
、女
性
会
・
婦
人
会
に
対
す
る
熱
い
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。2
番
目
の
講

話
は
栃
木
県
足
利
市
の
誇
る
相
田
み
つ
お
先
生
に
つ
い
て
、足
利
市
立
美

術
館
学
芸
員
の
篠
原
誠
司
様
に
、相
田
作
品
の
書
の
魅
力
や
、そ
の
芸
術

性
に
つ
い
て
展
覧
会
の
会
場
写
真
、出
展
作
品
写
真
を
用
い
て
詳
し
く
ご

説
明
頂
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会
代
表
理
事
の
廣
瀬
隆
人
様
に

「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
地
域
づ
く
り
」に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。男
女
共
同
参
画
が
謳
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、私
た
ち
の
意

識
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
域
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

無
意
識
の
思
い
込
み
、あ
る
い
は
先
入
観（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ヤ
ス
）は

社
会
の
発
展
を
妨
げ
、可
能
性
を
潰
し
て
し
ま
う
非
常
に
危
険
な
も
の
で

あ
る
事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
上
で
、思
い
込
み
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
治
る
も
の
、そ
し
て
多
く
の
人
が
正
し
い
と
言
う
こ
と
が
本
当
に
正
し
い

の
か
を
疑
問
に
思
う
こ
と
が
、主
体
形
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。地
域
づ
く
り
と
は
、人
の
つ
な
が
り
、

知
人
や
友
人
を
増
や
す
活
動
で
、ま
さ
に
私

た
ち
の
活
動
そ
の
も
の
で
す
。こ
の
活
動
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、自
分
の
中
の

思
い
込
み
や
先
入
観
を
切
り
捨
て
、自
分
の

頭
で
考
え
判
断
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
教

え
て
頂
い
た
基

調
講
演
で
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
in
大
阪

　

令
和
7
年
9
月
29
日（
月
）大
阪
天
王
寺
都
ホ
テ
ル
に
て
、総
勢
1
7
0

人
の
参
加
を
得
て
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
in
大
阪
を
開
催
し
ま
し
た
。予
定

オ
ー
バ
ー
で
う
れ
し
い
悲
鳴
で
し
た
。府
議
会
本
会
議
と
重
な
り
、吉
村
知

事
、水
野
教
育
長
の
ご
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
、櫻
井
よ
う
子
様
よ
り
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。婦
人
会
・
女
性
会
活
動
の
こ
れ
か
ら
と
、い
つ
も
の
力
強
い
講

話
で
楽
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
先
輩
の
方
々
が
苦
労
し

て
手
に
入
れ
た
婦
人
会
館
の
歴
史
の
こ
と
、そ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
に
改
め

て
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、大
阪
府
・
大
阪
市
の
特
別
顧
問
を
さ
れ
、大
阪
公
立
大
学
教

授
・
大
阪
公
立
大
学
観
光
産
業
戦
略
研
究
所
長
と
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い

て
、大
阪
関
西
万
博
に
最
初
か
ら
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
橋
爪
紳
也
氏
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
〜

1
9
7
0
年
大
阪
万
博
か
ら
2
0
2
5
年
大
阪
関
西
万
博
を
経
て
〜
」

と
題
さ
れ
、大
阪
万
博
の
な
つ
か
し
い
場
面
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。関
西

万
博
開
催
に
至
る
経
緯
等
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
次
回
開
催
の
奈

良
県
岡
波
会
長
よ
り「
来
年
は
奈

良
県
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」と
の
ご

挨
拶
が
あ
り
、当
番
府
よ
り
お
礼

の
言
葉
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。皆

様
よ
り「
良
か
っ
た
よ
」と
言
っ
て
い

た
だ
き
、ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。全
国

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
ご
指
導
、

ご
支
援
、各
府
県
の
会
長
様
、ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開会挨拶：大阪府地域婦人団体協議会会長  木村眞知子講話：全国女性団体連絡協議会会長  櫻井よう子

日本被団協
箕牧智之さん
による講話

被爆体験家族伝承者の
長谷川桂子さんによる講話

真剣に聞き入る参加者 主催者挨拶　
山田久子愛知県会長

フラダンスと交流会の様子

「咊胤（わいん）」による三味線演奏
「脳能プロジェクト」による
新作狂言「閻魔返し」海南病院名誉院長の山本直人先生と各県会長によるトークセッション

主催者挨拶
秋田県地域婦人団体連絡協議会会長  吉田萬里子

各地区からの出し物で盛り上がる懇親会 講演：全国女性団体連絡協議会会長  櫻井よう子

講演：秋田県公文書館主任学芸主事  畑中康博氏

主催者挨拶
寺山厚子栃木県会長講話  篠原誠司氏基調講演  廣瀬隆人氏 講話  篠原誠司氏基調講演  廣瀬隆人氏 講話  篠原誠司氏基調講演  廣瀬隆人氏

栃木県知事、足利市長はじめ
多くの来賓にご臨席
いただいた開会行事

櫻井会長、
土佐の皿鉢（さわち）でウエルカム
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第
62
回 

北
海
道・東
北
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会

第
73
回 

秋
田
県
地
域
婦
人
会
大
会

開
催
日
：
9
月
3
日（
水
）〜
4
日（
木
）

場
所
：
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
・
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス

テ
ー
マ
：「
安
全
な
く
ら
し
と
豊
か
な
心
、元
気
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」〜
今
こ
そ
婦
人
会
　
や
っ
ぱ
り
婦
人
会
〜
　

　

1
日
目
の
講
演
会
で
は
、「
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
」を
公
文
書
館
畑
中

康
博
先
生
が
秋
田
県
婦
連
の
半
纏
を
纏
い
、婦
人
会
を
熱
く
語
っ
た
お
話

に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。県
内
で
も
人
気
の
あ
る
先
生
な
の
で
、

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
で
き
実
行
委
員
一
同
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
後

の
懇
親
会
で
は
ダ
ン
ス
、体
操
な
ど
各
地
区
か
ら
披
露
し
合
い
楽
し
く
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
日
目
に
は
鈴
木
健
太
知
事
、県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。講
演
は
、全
女
会
櫻
井
会
長
よ
り
婦
人
会
の
現
状
と
、今
後
の
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。最
後
に
は
、な

ま
は
げ
太
鼓
で
迫
力
あ
る
演
技
に
魅
了
さ
れ
、盛
会
に
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議  

愛
知
県
大
会

（
富
山・石
川・福
井・岐
阜・愛
知
）

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
地
域
づ
く
り  

〜
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
毎
日
へ
〜

開
催
日
：
9
月
18
日（
木
）〜
19
日（
金
）

会
場
：
名
古
屋
能
楽
堂
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
名
古
屋
、ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館

　

9
月
18
日（
木
）・
19
日（
金
）の
2
日

間
、富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
愛
知
の

5
県
か
ら
約
3
0
0
名
の
女
性
団
体
関

係
者
が
集
ま
り
、愛
知
県
に
て
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
名
古
屋
能
楽
堂
に
て
、三
味

線
グ
ル
ー
プ「
咊
胤（
わ
い
ん
）」に
よ
る

演
奏
で
開
幕
し
、大
村
秀
章
愛
知
県
知

事
、川
嶋
太
郎
県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
の
五
十
嵐
副
会
長
、愛
知
県
地
域
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
の
山
田
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
脳
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ

る
新
作
狂
言『
閻
魔
返
し
』を
鑑
賞
し
、

海
南
病
院
名
誉
院
長
・
山
本
直
人
先
生

の
司
会
で
、各
県
会
長
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。狂
言
は

分
か
り
や
す
く
、参
加
者
か
ら
好
評
を
得

ま
し
た
。

　

夜
は
K
K
R
ホ
テ
ル
名
古
屋
に
て
交

流
会
が
開
か
れ
、フ
ラ
ダ
ン
ス
や
各
県
の

お
国
自
慢
で
盛
り
上
が
り
、親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
を

見
学
し
、も
の
づ
く
り
の
歴
史
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
日
間
を
通
じ
て
、各
県
の
絆
が
深
ま

り
、有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
5（
令
和
7
）年
度

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

令
和
7
年
度

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
21
日（
火
）広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
　

22
日（
水
）エ
ソ
ー
ル
広
島
研
修
室

　

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
荒
木
ミ
ド
リ
副
会
長
を
は
じ
め
中
国

5
県
か
ら
女
性
会
・
婦
人
会
会
員
が
集
い
、2
0
2
5（
令
和
7
）年
度
全

国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

１
日
目
、今
年
が
戦
後
・
被
爆
80
周
年
と
い
う
こ
と
で
テ
ー
マ
は「
平
和
」。

最
初
に
被
爆
体
験
家
族
伝
承
者
の
長
谷
川
桂
子
さ
ん
に
よ
る
父
親
の
被

爆
体
験
に
つ
い
て
、次
に
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会（
日
本
被
団

協
）代
表
委
員
の
箕
牧
智
之
さ
ん
に
よ
る
日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
に
つ
い
て
、さ
ら
に
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
相
談
役
の
仙
田
信
吾
さ

ん
に
よ
る
被
爆
後
の
広
島
の
復
興
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に

つ
い
て
の
講
演
が
続
い
た
。被
爆
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
進
む
な
か
、「
再

び
被
爆
者
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
被
爆
地
広
島
の
思
い
を
い
か

に
継
承
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。よ
り
多
く
の
人
に
広
島
の
街

に
足
を
踏
み
入
れ
核
兵
器
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
る
。

　

２
日
目
は
真
言
宗
御
室
派
宮
島
大
本
山
大
聖
院
副
住
職
の
吉
田
大
裕

さ
ん
が
神
仏
習
合
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
宮
島
と
弘
法
大
師
に
よ
っ
て

開
基
さ
れ
た
大
聖
院
の
歴
史
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。そ
の
後
、中
国
５

県
の
代
表
が「
こ
れ
か
ら
の
地
域
女
性
団
体
・
地
域
婦
人
団
体
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
通
じ
て
、普
段
は
県
内
で
活
動
す

る
団
体
が
そ
の
垣
根
を
超
え
他
県
の
団
体
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、自

身
の
団
体
に
つ
い
て
見
直
す
と
と
も
に
、新
た
な
活
動
へ
と
広
げ
る
契
機
し

た
い
と
考
え
る
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
高
知
県
連
合
婦
人
会
）

開
催
日
：
10
月
９
日（
木
）　

会
場
：
ホ
テ
ル
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ

テ
ー
マ
：「
四
国
は
ひ
と
つ
、と
も
に

情
報
共
有
で
前
進
し
よ
う
」

　

高
知
県
連
合
婦
人
会
に
と
っ
て
８

年
ぶ
り
に
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

櫻
井
会
長
に
お
き
ま
し
て
は
遠
路
、

高
知
県
に
お
い
て
、基
調
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

高
知
県
連
合
婦
人
会
会
員
は
、

年
々
高
齢
化
と
と
も
に
減
少
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
思
い
、小
学
生
の
お
子
さ
ん
の
マ

マ
た
ち
と
話
す
機
会
を
い
た
だ
き
、

交
流
を
し
た
結
果
、「
会
長
さ
ん
、私

た
ち
、婦
人
会
発
足
80
年
近
い
長
い

年
月
、婦
人
会
が
培
っ
た
ス
キ
ル
を

私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ

れ
た
時
か
ら
一
年
、婦
人
会
と
若
い
マ

マ
た
ち
が
連
携
し
て
ゆ
き
な
が
ら
交

流
を
深
め
入
会
の
方
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と

い
ま
す
。

　

今
回
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
若

い
勢
い
の
あ
る
小
学
生
の
子
を
持
つ

お
母
さ
ん
の
講
演
で
し
た
。

　

講
師
の
お
母
さ
ん
は
家
業
に
い
そ

し
み
、子
育
て
を
し
、小
学
生

対
象
の
英
語
塾
を
開
い
て
い

ま
す
。田
舎
で
あ
ろ
う
と
も
、

高
校
、大
学
と
県
外
に
出
て

も
世
界
の
共
通
語
が
、自
然

体
で
話
せ
る
よ
う
、そ
し
て

高
知
県
の
良
さ
を
見
つ
め
直

し
、高
知
に
帰
っ
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
、と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

若
い
力
と
情
熱
は
頼
も
し

く
も
あ
り
、う
ら
や
ま
し
く

も
あ
り
、次
の
世
代
に
繋
げ

る
安
堵
し
た
一
日
で
し
た
。

期
日
：
令
和
7
年
10
月
31
日（
金
）

会
場
：
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
足
利
市
民
プ
ラ
ザ
）文
化

ホ
ー
ル

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
1
都
、１
市
、９
県
か
ら
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

O
l
i
O
l
i（
オ
リ
オ
リ
）ゴ
ス
ペ
ル
ワ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
演
歌
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
は
栃
木
県
知
事
・
福
田
富
一
様
、足
利
市
長
・
早
川
尚
秀
様

を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、力
強
く
も
温
か
い
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。続
い
て
全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
・
櫻
井
よ
う
子
会
長
よ

り
、女
性
会
・
婦
人
会
に
対
す
る
熱
い
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。2
番
目
の
講

話
は
栃
木
県
足
利
市
の
誇
る
相
田
み
つ
お
先
生
に
つ
い
て
、足
利
市
立
美

術
館
学
芸
員
の
篠
原
誠
司
様
に
、相
田
作
品
の
書
の
魅
力
や
、そ
の
芸
術

性
に
つ
い
て
展
覧
会
の
会
場
写
真
、出
展
作
品
写
真
を
用
い
て
詳
し
く
ご

説
明
頂
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会
代
表
理
事
の
廣
瀬
隆
人
様
に

「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
地
域
づ
く
り
」に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。男
女
共
同
参
画
が
謳
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、私
た
ち
の
意

識
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
域
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

無
意
識
の
思
い
込
み
、あ
る
い
は
先
入
観（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ヤ
ス
）は

社
会
の
発
展
を
妨
げ
、可
能
性
を
潰
し
て
し
ま
う
非
常
に
危
険
な
も
の
で

あ
る
事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
上
で
、思
い
込
み
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
治
る
も
の
、そ
し
て
多
く
の
人
が
正
し
い
と
言
う
こ
と
が
本
当
に
正
し
い

の
か
を
疑
問
に
思
う
こ
と
が
、主
体
形
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。地
域
づ
く
り
と
は
、人
の
つ
な
が
り
、

知
人
や
友
人
を
増
や
す
活
動
で
、ま
さ
に
私

た
ち
の
活
動
そ
の
も
の
で
す
。こ
の
活
動
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、自
分
の
中
の

思
い
込
み
や
先
入
観
を
切
り
捨
て
、自
分
の

頭
で
考
え
判
断
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
教

え
て
頂
い
た
基

調
講
演
で
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
in
大
阪

　

令
和
7
年
9
月
29
日（
月
）大
阪
天
王
寺
都
ホ
テ
ル
に
て
、総
勢
1
7
0

人
の
参
加
を
得
て
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
in
大
阪
を
開
催
し
ま
し
た
。予
定

オ
ー
バ
ー
で
う
れ
し
い
悲
鳴
で
し
た
。府
議
会
本
会
議
と
重
な
り
、吉
村
知

事
、水
野
教
育
長
の
ご
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
、櫻
井
よ
う
子
様
よ
り
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。婦
人
会
・
女
性
会
活
動
の
こ
れ
か
ら
と
、い
つ
も
の
力
強
い
講

話
で
楽
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
先
輩
の
方
々
が
苦
労
し

て
手
に
入
れ
た
婦
人
会
館
の
歴
史
の
こ
と
、そ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
に
改
め

て
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、大
阪
府
・
大
阪
市
の
特
別
顧
問
を
さ
れ
、大
阪
公
立
大
学
教

授
・
大
阪
公
立
大
学
観
光
産
業
戦
略
研
究
所
長
と
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い

て
、大
阪
関
西
万
博
に
最
初
か
ら
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
橋
爪
紳
也
氏
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
〜

1
9
7
0
年
大
阪
万
博
か
ら
2
0
2
5
年
大
阪
関
西
万
博
を
経
て
〜
」

と
題
さ
れ
、大
阪
万
博
の
な
つ
か
し
い
場
面
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。関
西

万
博
開
催
に
至
る
経
緯
等
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
次
回
開
催
の
奈

良
県
岡
波
会
長
よ
り「
来
年
は
奈

良
県
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」と
の
ご

挨
拶
が
あ
り
、当
番
府
よ
り
お
礼

の
言
葉
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。皆

様
よ
り「
良
か
っ
た
よ
」と
言
っ
て
い

た
だ
き
、ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。全
国

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
ご
指
導
、

ご
支
援
、各
府
県
の
会
長
様
、ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開会挨拶：大阪府地域婦人団体協議会会長  木村眞知子講話：全国女性団体連絡協議会会長  櫻井よう子

日本被団協
箕牧智之さん
による講話

被爆体験家族伝承者の
長谷川桂子さんによる講話

真剣に聞き入る参加者 主催者挨拶　
山田久子愛知県会長

フラダンスと交流会の様子

「咊胤（わいん）」による三味線演奏
「脳能プロジェクト」による
新作狂言「閻魔返し」海南病院名誉院長の山本直人先生と各県会長によるトークセッション

主催者挨拶
秋田県地域婦人団体連絡協議会会長  吉田萬里子

各地区からの出し物で盛り上がる懇親会 講演：全国女性団体連絡協議会会長  櫻井よう子

講演：秋田県公文書館主任学芸主事  畑中康博氏

主催者挨拶
寺山厚子栃木県会長講話  篠原誠司氏基調講演  廣瀬隆人氏 講話  篠原誠司氏基調講演  廣瀬隆人氏 講話  篠原誠司氏基調講演  廣瀬隆人氏

栃木県知事、足利市長はじめ
多くの来賓にご臨席
いただいた開会行事

櫻井会長、
土佐の皿鉢（さわち）でウエルカム
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「ろすのん」プロジェクトの
趣旨に賛同し、
野菜の消費拡大に
取り組みます。

野菜を食べようプロジェクト
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looking toward a future.

見つめています。
未来の豊かな生活環境。

関東商事グループ
代表取締役  櫻井よう子

関東商事株式会社
株式会社土浦関東商事

有限会社総合整備 株式会社つくばESSA

　

9
月
27
、28
日
と
10
月
18
、19
日
の
4
日
間

に
わ
た
り
2
0
2
5
年
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
筑
波
大
学
・
春

日
教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
に
続
き
、今
年
も
筑
波
大
学
最

高
の
教
授
陣
に
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生

方
の
講
義
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、参
加
者
か

ら
の
質
問
が
殺
到
し
時
間
が
足
り
な
く
な
る
ほ

ど
で
し
た
。子
育
て
の
悩
み
を
質
問
す
る
際
に
、

感
情
が
溢
れ
て
涙
ぐ
む
方
も
い
ま
し
た
。周
り

に
い
た
参
加
者
も
、思
わ
ず
も
ら
い
泣
き
す
る

ほ
ど
で
、同
じ
世
代
、同
じ
よ
う
な
悩
み
を
共
有

し
、共
感
が
生
ま
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
昨
年
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
声
が
け
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、各
都
道
府
県
女
性

会（
婦
人
会
）か
ら
声
が
け
し
た
の
と
は
別
に
、

S
N
S
を
通
じ
て
参
加
者
を
募
る
試
み
を
実
施

し
ま
し
た
。女
性
会
を
通
じ
て
の
申
し
込
み
に

対
し
て
、S
N
S
は
全
体
の
37
％
で
し
た
。や
は

り
40
、50
代
の
若
い
世
代
は
S
N
S
を
使
い
慣

れ
て
い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。今
ま
で
全
く

女
性
会
を
知
ら
な
か
っ
た
方
に
、こ
う
し
た
研

修
の
情
報
が
届
く
こ
と
が
検
証
さ
れ
、今
後
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研
修

大
盛
況

受付時間 平日9:00～17:00
【フリーダイヤル】 

0120-64-3800

〒103-0007  東京都中央区日本橋浜町2-31-1

※混雑状況によっては、御希望の日程で
　お席をご用意出来ない場合もございますので
　予めご了承ください。

松平健×コロッケ45周年特別公演
第一部『暴れん坊将軍THE STAGE２
　　  狙われた将軍』
第二部『マツケン・コロッケの
        ゴールデンパラダイスショー』
2026年1月10日（土）～1月25日（日）
【出演者】松平健、コロッケ、ほか
【開演時間】昼の部11時／夜の部16時30分
　　　　　※1/10（土）のみ12時開演
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）14,000円
会員様 特別価格（税込）   
　　　　　S席12,600円

『氷川きよし特別公演』
2026年 1月31日（土）～
　　　　　　　2月18日（水）
※2/18はお取り扱いは出来ません。

【出演者】氷川きよし、ほか
【開演時間】昼の部11時／夜の部16時
【定価料金（税込）】
S席（1階席・2階席）16,500円
会員様 特別価格（税込）   
　　　　S席  14,850円

株式会社つくばESSA
エッサ

☎029-836-3636  Fax029-838-1301
305-0062  茨城県つくば市赤塚616-1  

Environmental  Seientific  Service  Administrationエンヴァイロンメンタル（環境） サイエンティフィック（科学） サービス（業務） アドミニストレイション（管理）

茨城県 人材派遣 労働大臣許可第 1号

あなたが輝ける場所へ。

JR・地下鉄銀座線渋谷駅
（宮益坂口から徒歩5分）

東急田園都市線・東横線渋谷駅 ・
地下鉄半蔵門線・副都心線渋谷駅
（地下出口20aかB1から徒歩3分）

全国女性会館

オフィススペース空きあります。

入居者募集！
〒150-0002 渋谷区渋谷1-17-14　TEL：03-3407-4301　FAX：03-3407-4305

9月9月10月10月

筑波大学
選りすぐりの教授陣

筑波大学
選りすぐりの教授陣

9月27日（土）1時限
体育系教授  山口  香

9月27日（土）2時限
筑波大学長  永田 恭介

9月28日（日）1時限
人文社会系教授  星野  豊

9月28日（日）2時限
体育系教授  久野 譜也

10月19日（日）1時限
睡眠研究機構教授  柳沢 正史

10月18日（土）1時限
大和証券株式会社  吉田 哲太

10月18日（土）2時限
医学医療系教授  平松 祐司

10月19日（日）2時限
システム情報系教授  鈴木 健嗣

筑波大学執行役員  金保 安則

【参加者の感想】【参加者の感想】
●高校卒で就職して、まさかこの年で筑波大に
入って興味深い話を聞くことができるとは、この
機会を逃したら2度とないと思い参加させてい
ただきました。
●金保先生を含め、大学の先生のイメージを
すっかり覆されました。考え方が柔軟で、好奇心
旺盛。コミュニケーション能力も素晴らしい。筑
波大学の学生さんが羨ましい。
●とても勉強になりました。学校トラブルや人格
障害は社会に出てからも職場や地域でも当て
はまる問題なので、具体的な対処方法をいろい
ろと知ることができて良かったです。子育て中の
母親には心に刺さるお話でした。
●日々、世代、男女の違いや平等について考え
ていたことが、今回の講義を受けてかなり整理
できました。マイノリティーとあまり感じず、個々
の特性と捉えようと思いました。
●初めての参加でしたが、大変感銘いたしまし
た。全国にこれだけの意欲、熱量を持った女性
がいる限り「日本は元気！」だと実感しました。
●櫻井会長様ありがとうございました！一番感
動しました！！

●女性である自分の健康が、いかに社会への貢
献になるか理解できました。公民館を中心に地
域の方に向けた体操教室を企画しているので、
若い女性向けのイベントとしてコンディショニン
グを伝えていきたいと思います。
●株に対する知識がなかったのですが、詳しく
教えてくださり、今後の生活に役に立つと感じま
した。まず、社会・世界情勢にアンテナを張ること
から始めてみます。
●シンプルに考える、無駄を省く、鵜呑みにしな
い、現状に満足しない。これは手術だけでなく全
ての事柄に当てはまると思いました。今に満足
しないで、見えないゴールを目指すべきだとい
うメッセージを受け取りました。
●睡眠不足がいかに健康上良くないか、そして
人間の生き方を質の悪いものにしてしまうかよ
くわかりました。特に子供達の睡眠不足の現状
に危機感を覚えました。学校現場で働いている
ので、子供たち、保護者の方に伝えます。
●AIとどのように付き合っていくのかを今後しっ
かりと考えていきたい、答えのない出しにくい問
いを考え続けることを大切にしていきたいです。

9月、10月ともにコーディネーター
を担当していただきました。登壇
された各先生方との軽快なトーク
に教室は笑顔に包まれました。


